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エグゼクティブサマリー 
2026年2月5日、Anthropic社による「Claude Opus 4.6」のリリースは、人工知能の進化における単
なる性能向上の一里塚ではなく、デジタル労働の質的転換点として歴史に刻まれることとなった。こ

れまで市場を支配していた生成AIのパラダイムが、人間との対話を通じて支援を行う「高度なチャッ
トボット（Advanced Chatbot）」であったのに対し、Opus 4.6は「自律的にビジネスの複雑なタスクを
片付けるエージェント（Autonomous Agent）」としての側面を決定的に強化したためである。この変
化は、AIが単なる「ツール」から、自己完結的な「労働力」へと昇華したことを意味する。 

本レポートでは、市場に「アンソロピック・ショック」と呼ばれる激震をもたらしたこの技術的特異点に

ついて、包括的かつ多角的な分析を行う。具体的には、「Adaptive Thinking（適応的思考）」や「100
万トークンのコンテキストウィンドウ」、「Agent Teams（エージェントチーム）」といった技術的ブレイク
スルーがいかにして「全投げ（Full Delegation）」を可能にしたかを詳述する。また、16のAIエージェン
トが協調してLinuxカーネル用Cコンパイラをゼロから構築した実証実験や、500件以上のゼロデイ
脆弱性を発見したサイバーセキュリティにおける成果、そしてこれらがSaaS市場に与える破壊的影
響について経済学的視点から論じる。さらに、米国市場でのソフトウェア株急落とは対照的に、日本

市場が独自の上昇を見せた背景にある「暗黙知」と「形式知」の価値転換についても深掘りする。 

第1章 パラダイムシフト：対話から「全投げ」への進化 
1.1 「高度なチャットボット」の限界と自律性の定義 
過去数年間にわたり、大規模言語モデル（LLM）は「チャットボット」の形態をとってきた。GPT-4や
Claude 3.5 Sonnetといったモデルは極めて優秀であったが、その利用形態は「人間主導のループ（
Human-in-the-loop）」に強く依存していた 1。ユーザーがプロンプトを入力し、AIが応答し、ユーザー
がそれを評価・修正して次の指示を出す――このシーケンシャル（順次的）な往復作業が不可欠で
あり、複雑なタスクを遂行するには、人間がタスクを細分化し、プロジェクトマネージャーとして常に介

在し続ける必要があった。 

対して、Claude Opus 4.6が市場に提示した「全投げ」の概念は、この前提を根底から覆すものであ
る。ここで言う「全投げ」とは、最終的な「ゴール（例：この仕様書に基づき、特定の機能を持つアプリ

ケーションを開発し、テストまで完了させよ）」のみを提示すれば、AIがその達成に必要な計画立案（
Planning）、ツール選定（Tool Use）、エラー修正（Debugging）、サブタスクの実行（Execution）を自



律的に、かつ長時間にわたって継続する能力を指す 1。 

このシフトは、AIの役割を「人間の能力拡張（Augmentation）」から「業務の代行（Delegation）」へと
変化させる。従来のAIが「助手」であったとすれば、Opus 4.6は「部下」や「同僚」に近い存在となり、
人間はマイクロマネジメントから解放され、より高次の意思決定や監督業務に専念することが可能と

なる。 

 

 
 
1.2 「全投げ」を支える3つの技術的柱 
この自律性は、単なるモデルのパラメータ数拡大によって実現されたものではない。Anthropicは、
AIが「思考」し、「記憶」し、「協調」するためのアーキテクチャレベルの革新を導入した。以下の3つの
技術的ブレイクスルーが、Opus 4.6の自律性を支える基盤となっている。 

1.2.1 Adaptive Thinking（適応的思考）：メタ認知の実装 

従来のLLMは、ユーザーからの入力に対して、常に一定の計算リソースで即座に応答を生成しよう
とする傾向があった。これは「システム1（直感的思考）」に近い挙動であり、複雑な論理パズルや深



層的な分析においては、浅い推論による誤り（ハルシネーション）を引き起こす原因となっていた。 

これに対し、Opus 4.6は「Adaptive Thinking」と呼ばれるエンジンを搭載している 3。これは、モデル
が入力されたタスクの複雑さを自ら評価し、必要に応じて「思考時間」を動的に配分する機能であ

る。具体的には、モデル内部で「隠された思考プロセス（Internal Monologue）」を実行し、回答を出
力する前に仮説の立案、検証、反論の検討、論理的飛躍のチェックを行う 5。これは人間における
「システム2（熟考的思考）」を模倣したものであり、AIに一種の「メタ認知（自身の思考に対する認
知）」を持たせる試みと言える。 

開発者は、APIを通じて以下の4つの「Effort（思考深度）」レベルを制御できる 3。 

●​ Low Effort: 単純な翻訳やデータ抽出、定型的な挨拶など。高速かつ低コストで処理し、過剰な
推論を避ける。 

●​ Medium Effort: 一般的なビジネス文書作成や要約。バランスの取れたモード。 
●​ High Effort (Default): 複雑な推論、法的分析、戦略立案。モデルは適応的に思考時間を延
長し、エッジケースを検討する。 

●​ Max Effort: 数学的証明、ゼロデイ脆弱性の探索、未知のアーキテクチャ設計など。モデルは
解決策が見つかるか、出力制限に達するまで、徹底的に思考リソースを投入する。 

この機能により、従来は人間がプロンプトエンジニアリング（例：「ステップバイステップで考えて」）で

強制していた推論プロセスを、AIが自律的に、かつ最適なコストパフォーマンスで実行できるように
なった。 

1.2.2 100万トークンのコンテキストとContext Compaction：無限の短期記憶 

ビジネスの複雑なタスクを「全投げ」するためには、AIが膨大な背景情報を理解していなければなら
ない。数千ページの仕様書、過去数年分のメール履歴、あるいは大規模なコードベース全体を脳内

に保持する必要がある。 

Opus 4.6は、ベータ版機能として100万トークン（約75万英単語、日本語で約50万文字以上に相当）
のコンテキストウィンドウを提供する 3。これは文庫本にして約1,000冊分に相当する情報量であり、
従来のモデルではRAG（検索拡張生成）を用いて断片的に取得していた情報を、一度にすべて「ワー
キングメモリ」に展開することを可能にする。 

しかし、コンテキストが長くなればなるほど、AIが情報の途中を見失う「Context Rot（文脈の腐敗）」
や、コストの増大という問題が発生する。これに対し、Opus 4.6は以下の対策を講じている。 

●​ Context Compaction（コンテキスト圧縮）: 会話やタスクが長期間に及ぶ場合、サーバーサイ
ドで自動的に過去のやり取りを要約・圧縮するアルゴリズム 3。これにより、重要な決定事項や
文脈（Reasoning Core）を保持したまま、トークン消費を抑え、理論上は「無限の会話」が可能と
なる。 

●​ 高い検索精度: 100万トークンの中に埋もれた特定の情報を探し出す「Needle-in-a-Haystack
（干し草の中の針）」テストにおいて、Opus 4.6は76.0%の精度を記録した。これは前世代の
Claude 3.5 Sonnet（18.5%）と比較して劇的な向上であり、大量のドキュメント分析における信
頼性を担保している 4。 



1.2.3 Agent Teams（エージェントチーム）：並列分散処理 

「全投げ」の実現における最も革命的な機能が「Agent Teams」である 7。これまでのAIエージェント
は、どれほど高性能でも基本的には「一人の優秀な作業者」であった。タスクAが終わればタスクB
へ、という直列的な処理しかできなかった。 

Opus 4.6は、一人の「スーパーバイザー（監督）」AIが、必要に応じて複数の「サブエージェント（部
下）」AIを生成し、タスクを並列に実行させる能力を持つ。例えば、大規模なソフトウェア開発プロジェ
クトにおいて、以下のような体制を自律的に構築する。 

1.​ スーパーバイザー: 全体の設計と進行管理。 
2.​ エージェントA（フロントエンド担当）: UIの実装。 
3.​ エージェントB（バックエンド担当）: APIの実装。 
4.​ エージェントC（テスト担当）: AとBのコードを統合し、テストケースを作成・実行。 

これらのエージェントは共有のプロジェクト状態（State）を参照しながら、相互にメッセージをやり取り
し、並列して作業を進める。これにより、人間がチームで行っていたような複雑かつ大規模なプロジェ

クトを、単一のAIシステムが短期間で完遂することが可能となった 5。 

第2章 「全投げ」の実証：Cコンパイラ開発とサイバーセキュリ
ティ 
2.1 Nicholas CarliniのCコンパイラ実験 
Opus 4.6の自律性と「Agent Teams」の威力を世界に見せつけたのが、Anthropicの研究者
Nicholas Carliniによる実証実験である。彼は16のClaude Opus 4.6エージェントを協調させ、Rust言
語を用いてLinuxカーネルをコンパイル可能なCコンパイラをゼロから構築させるという極めて野心的
なタスクを課した 9。 

実験のプロセスと成果 

この実験において、人間の介入は最小限に留められた。Carlini氏は「エージェントチーム」をセット
アップし、大まかな目標を与えたのみである。16のエージェントはDockerコンテナ内で隔離されて動
作し、Gitリポジトリを介してコードを共有しながら、以下のような自律的な開発サイクルを回した。 

●​ タスクの自己割り当て: ロックファイルを用いた簡易的な排他制御により、各エージェントが「次
に解決すべき最も明白な問題」を自律的に選択し、着手した 10。 

●​ テスト駆動開発: GCC（既存のコンパイラ）を「正解（Oracle）」として利用し、自分たちが生成した
コンパイラの出力が正しいかを自動検証するテストハーネスを構築した。 

●​ 継続的な改善: 2週間で約2,000回のコーディングセッション（Claude Code sessions）を実行
し、マージコンフリクトを自分たちで解決しながら開発を進めた。 

その結果、AIチームは約10万行のRustコードからなるCコンパイラを完成させた。このコンパイラは、



x86、ARM、RISC-Vという複数のアーキテクチャに対応し、実際にLinuxカーネル6.9のビルドに成功
した 10。 

コストと限界 

このプロジェクトに要したAPIコストは約2万ドル（約300万円）であった。個人の趣味としては高額だ
が、高度なスキルを持つエンジニアチームを2週間拘束する場合の人件費と比較すれば、破格の安
さであると言える 10。 ただし、生成されたコードには限界もあった。最適化が不十分で生成コードの
効率が悪く、16ビットx86バックエンドの実装が欠けていたためブートローダーの一部でGCCに依存
する必要があった 10。また、Carlini氏は「専門家が書くRustコードの品質には及ばない」としており、
現時点では「ドロップイン（即座の代替）」となる品質ではないことを認めている。しかし、重要なのは「

AIだけでここまで到達できた」という事実であり、これがソフトウェア開発の未来を暗示している。 

 

 
 
2.2 サイバーセキュリティにおける500件のゼロデイ脆弱性発見 



Opus 4.6の能力は、創造的な開発だけでなく、破壊的なセキュリティ調査においても証明された。リ
リース直後に行われたテストにおいて、Opus 4.6は主要なオープンソースソフトウェア（OSS）プロ
ジェクトから、500件以上の検証済み高深刻度脆弱性（ゼロデイ脆弱性を含む）を発見した 13。 

対象となったのは、GhostScript（PDF処理）、OpenSC（スマートカード）、CGIF（画像処理）といった、
世界中のインフラで広く使われている重要なユーティリティである。特筆すべきは、発見された脆弱

性の多くが、従来の自動スキャナやファジング（ランダムなデータ入力によるテスト）では検出困難な

「論理的な欠陥（Deep Logic Vulnerabilities）」であった点である。 

●​ 発見メカニズム: Opus 4.6は、単にコードをスキャンするのではなく、過去のセキュリティ関連の
コミット（修正履歴）を分析し、「開発者が犯しやすいミスのパターン」を学習した。そして、同様の

パターンが修正されずに残っている箇所を推論によって特定した 13。例えば、CGIFライブラリに
おける複雑なヒープバッファオーバーフローは、LZW圧縮アルゴリズムの概念的な理解なしに
は発見できないものであった。 

この成果は、AIが「人間のセキュリティ研究者」と同等、あるいはそれ以上の深さでコードを理解し、
監査できることを示している。これは防御側にとって強力な武器となる一方で、攻撃者が悪用すれば

「脆弱性発見の自動化」につながるという諸刃の剣でもある。 

第3章 経済的インパクト：「アンソロピック・ショック」とSaaS市場
の破壊 
3.1 SaaSアポカリプス：シート課金モデルの終焉 
2026年2月5日のOpus 4.6発表は、テクノロジー業界、特にSaaS（Software as a Service）セクター
に激震を走らせた。市場はこの現象を「SaaSアポカリプス（SaaSの黙示録）」や「アンソロピック・
ショック」と呼び、Salesforce、Adobe、Workdayといった大手SaaS企業の株価が急落する事態と
なった 14。 

なぜ「高度なAI」の登場が「ソフトウェア企業の危機」に直結するのか。その理由は、AIエージェントが
「ツールを使う主体」そのものを代替し始めたからである。 

従来のSaaSビジネスモデルは「Seat-based Pricing（ユーザー数課金）」、つまり「ツールを使う人間
の数」に基づいて収益を上げてきた。しかし、Opus 4.6のような自律エージェントが普及すれば、以
下のような変化が起こる。 

1.​ ツールの不要化: Opus 4.6の新機能「Claude Cowork」や「Claude in Excel/PowerPoint」は、
これまで専用のSaaS（例：経費精算ソフト、契約書レビューツール、BIツール）が行っていたタス
クを、汎用的なオフィスソフトとAIの組み合わせで完結させてしまう 7。AIが直接データベースを
叩き、分析し、レポートを作れるなら、高価なUIを持つ専用ソフトは不要になる。 

2.​ ユーザー数の減少: 10人の経理担当者が行っていた作業を、1人の管理者が10個のAIエージェ
ントを使って処理できるようになれば、SaaSの契約ライセンス数は10分の1になる。これはSaaS
企業の売上基盤を根底から揺るがす。 



3.​ 「Vibe Working」への移行: ソフトウェア開発において、人間が詳細なコードを書くのではなく、
AIに「なんとなくこんな感じ（Vibe）」で指示を出し、AIが実装を完遂するスタイルが定着しつつあ
る。これにより、IDE（統合開発環境）や支援ツールの価値が「AIへの指示出し機能」に集約さ
れ、既存のツールチェーンが陳腐化する懸念が生じている 1。 

実際、ある企業が年間35万ドルのSalesforce契約を解約し、AIベースのソリューションに切り替えた
事例などが報じられ、投資家の恐怖を煽った 14。市場は、ソフトウェア産業の価値が「ライセンス提

供」から「成果（Outcome）の提供」へとシフトすることを強制されていると認識したのである。 

3.2 日本市場の独自反応：「暗黙知」の再評価 
世界的なSaaS株の暴落とは対照的に、日本市場（特にTOPIXや半導体・製造関連）は堅調、あるい
は上昇する反応を見せた。この現象について、ダイヤモンド・オンライン等の専門家は「形式知と暗

黙知の価値逆転」という視点で分析している 19。 

●​ 形式知（Explicit Knowledge）のデフレ: プログラミング、契約書作成、会計処理といった「言語
化・数値化が可能で、マニュアル化できるタスク」は、Opus 4.6によって限りなくコストゼロに近
づいていく。これらは米国やインドのIT産業が強みとしてきた領域であり、だからこそ彼らの市場
は打撃を受けた。 

●​ 暗黙知（Implicit Knowledge）のインフレ: 一方で、熟練工の指先の感覚、現場での微妙なす
り合わせ、物理的な機械の調整といった「暗黙知」や「身体性」を伴うタスクは、依然としてAIに
よる代替が困難である。日本の産業構造は、自動車や素材、半導体製造装置など、この「暗黙

知」と「モノづくり」に強みを持つ。 

投資家たちは、AIが普及すればするほど「AIが動かすためのハードウェア」や「AIにはできないフィジ
カルな業務」の価値が高まると判断し、日本の製造業や「現場力」を持つ企業を「勝ち組（Winning 
Path）」として再評価したのである 20。これは、AI革命が必ずしもすべての労働を奪うわけではなく、
国や産業の特性によって勝敗が鮮明に分かれることを示唆している。 

 



 
 

第4章 ビジネス実務への応用：ExcelとPowerPointへの浸透 
Opus 4.6の衝撃は、プログラマーやセキュリティ専門家だけのものではない。「Claude in Excel」や「
Claude in PowerPoint」といった機能を通じて、一般のビジネスパーソンの日常業務にも「全投げ」の
波が押し寄せている。 

4.1 Claude in Excel：分析プロセスの自動化 
従来のExcel向けAIアシスタントは、単に数式を生成したり、使い方のヘルプを表示したりする程度の
機能に留まっていた。しかし、Opus 4.6を搭載した「Claude for Excel」は、ワークブック全体の構造、
数式の依存関係、データコンテキストを完全に理解する 21。 

具体的には以下のようなタスクを自律的に遂行できる： 

●​ 財務モデリングの構築: 「過去3年の損益計算書から、来年の成長率を5%と仮定した予測モデ
ルを作って」と指示するだけで、適切な行を追加し、計算式を組み込み、感度分析用のテーブル



まで作成する。 
●​ 複雑なエラー修正: #REF! や #VALUE! エラーが発生している原因を、数千行のデータの中から
特定し、依存関係を壊さずに修正案を提示・実行する。 

●​ 非定型データの構造化: 形式の異なる複数のシートからデータを統合し、ピボットテーブルを作
成してインサイトを抽出する。 

これは、初級のアナリストが数時間〜数日かけて行っていた作業を瞬時に代替する能力であり、金

融業界やコンサルティング業界のワークフローを根本から変えつつある。 

4.2 Claude in PowerPoint：資料作成の完結 
「Claude in PowerPoint」は、チャットでの指示に基づき、企業のブランドガイドライン（フォント、色、レ
イアウト）に準拠したプレゼンテーション資料を作成する 7。重要なのは、単にテキストをスライドに配
置するだけでなく、データの視覚化やストーリー構成までをAIが担う点である。 

ユーザー体験としては、「先月の売上Excelデータを読み込んで、役員向けの報告資料を作って。特
にXX製品の不振と、来月の対策案を強調して」と指示するだけで、グラフ入りのスライドデッキが生
成される。SaaS企業にとって脅威なのは、この機能がMicrosoft Officeという「既存の巨大プラット
フォーム」の中で完結してしまう点である。ユーザーはわざわざ別の「AIプレゼン作成ツール」を契約
する必要がなくなるため、特化型ツールの市場が浸食されている。 

第5章 競合比較：GPT-5.3、Gemini 3 Proとの位置づけ 
2026年初頭のAI市場は、AnthropicのClaude Opus 4.6、OpenAIのGPT-5.3 (Codex)、Googleの
Gemini 3 Proという3強による激しい競争状態にある。Opus 4.6は「自律エージェント」としての能力
で頭一つ抜け出しているが、全ての面で優位にあるわけではない。各モデルの強みと適性を比較す

る 6。 

5.1 モデル別特性比較 
●​ Claude Opus 4.6 (Anthropic) 

○​ 最大の強み: 長文脈理解（1Mトークン）とエージェント能力。MRCR v2ベンチマーク（1Mトー
クン）での検索精度は76.0%と、他社モデル（Sonnet 4.5の18.5%など）を圧倒している 6。
また、Terminal-Bench 2.0などのエージェント操作ベンチマークでも高いスコアを記録し、
「長時間自律的に動く」タスクにおいて最も信頼性が高い。 

○​ 適正用途: 大規模ソフトウェア開発（リファクタリング、移行）、複雑な法的・財務デューデリ
ジェンス、研究論文のサーベイ。 

●​ GPT-5.3 Codex / GPT-5.2 (OpenAI) 
○​ 最大の強み: コーディング速度とエコシステム。純粋なコーディングベンチマーク（

SWE-bench Proなど）や、短期間でのタスク完了速度ではOpus 4.6を上回る場合がある 22

。また、プラグインや音声対話機能など、多様なインターフェースを持つ。 
○​ 適正用途: アプリケーションの高速なプロトタイピング、マルチメディア生成、リアルタイム対



話。 
●​ Gemini 3 Pro (Google) 

○​ 最大の強み: マルチモーダルとGoogle連携。動画や画像の理解（MMMU Pro）、および
Google Workspaceとのネイティブ統合に強みを持つ 6。 

○​ 適正用途: 動画解析、Googleドキュメント/ドライブを中心とした業務ワークフロー。 

5.2 ベンチマーク分析 
以下のグラフは、主要なベンチマークにおける3モデルのスコアを比較したものである。Opus 4.6が
「エージェント操作（Terminal-Bench）」や「長文脈検索（MRCR v2）」といった、自律エージェントに不
可欠な能力で優位性を示していることがわかる。 

 

 
 

第6章 開発者エコシステムと実装の課題 
Opus 4.6の導入は、開発者や企業にとっても大きなパラダイムシフトを要求する。従来のAI利用にお



けるベストプラクティスが通用しなくなるケースも発生しており、移行には慎重な設計が求められる。 

6.1 「Prefill（あらかじめ入力）」の廃止と構造化出力 
これまでのClaudeモデルでは、開発者がAIの応答の冒頭部分を「あらかじめ入力（Prefill）」しておく
ことで、出力フォーマットを制御する手法が一般的であった（例：JSONを出力させるために { をPrefill
しておく）。 しかし、Opus 4.6ではこのPrefillが廃止され、使用するとエラーになるという「破壊的変
更」が行われた 5。これは、AIが回答を生成する前に「Adaptive Thinking（思考プロセス）」を挟む必
要があるためである。Prefillで出力を強制すると、この思考プロセスがスキップされ、AIの知能が著し
く低下してしまう。 代わって導入されたのが「Structured Outputs（構造化出力）」である。開発者は
事前に厳密なスキーマ（出力定義）を渡すことで、AIに思考させた上で、最終的な出力を指定の
JSONフォーマット等に準拠させることが可能となった。 

6.2 「思考コスト」の管理 
Opus 4.6のコストモデルは、従来の「入力トークン ＋ 出力トークン」に加え、「思考トークン（Thinking 
Tokens）」という変数を考慮する必要がある 5。AIが難問に直面して「Max Effort」で思考を開始する
と、ユーザーには見えない内部処理で大量のトークンを消費する可能性がある。 開発者は、タスク
の性質に応じて適切な「Effort」レベルを設定し、コストと精度のバランスを管理しなければならない。
また、Context Compactionのトリガー設定（デフォルト15万トークン等）を調整し、長期的なエージェ
ント運用におけるコスト爆発を防ぐ設計も重要となる 25。 

6.3 セキュリティとサンドボックス 
自律エージェントがファイルシステムやターミナルを操作する場合、セキュリティリスクは格段に高ま

る。「Claude Cowork」等のツールは、AppleのVZVirtualMachineフレームワーク等を使用して、タス
クごとに軽量なLinux仮想マシンを起動し、厳密なサンドボックス内でAIを動作させる仕組みを採用し
ている 16。しかし、プロンプトインジェクション攻撃によってAIが悪意あるコマンドを実行させられるリス
クは完全には排除できておらず、企業導入においては、AIの権限を最小限に絞る「最小権限の原
則」の徹底が不可欠である。 

第7章 結論：AIとの共働における「指揮官」としての人間 
2026年、Claude Opus 4.6の登場によって、市場に走った衝撃の正体は、「AIに仕事をお願いする」
時代から、「AIに仕事を任せる」時代への不可逆的なシフトであった。プログラミング、ドキュメント分
析、データ入力といった「形式知」に基づくタスクは、もはや人間が時間をかけて行うものではなく、AI
エージェントチームに「全投げ」し、その成果物を監査するものへと変わりつつある。 

SaaS市場の動揺や、日本市場での製造業再評価といった経済現象は、この技術的変化が単なる
ツールの進化に留まらず、産業構造そのものを再定義し始めたことの証左である。 

今後、人間に求められる役割は劇的に変化するだろう。 第一に、「検証者（Verifier）」としての能力
である。AIが生成した10万行のコードや数百ページの分析レポートに対し、その正当性を判断し、責



任を持つ能力が問われる。Carlini氏が指摘した「検証の困難さ（Verification Gap）」は、今後の最大
の課題となる 10。 第二に、「指揮官（Commander）」としての能力である。AIエージェントチームに対
し、曖昧さを排除した明確なゴール（Intent）を設定し、リソース（思考コスト）を配分し、方向性を修正
する能力である。 そして第三に、「暗黙知（Tacit Knowledge）」の錬磨である。AIが計算と論理の世
界を支配するからこそ、文脈、感情、倫理、そして身体性を伴う経験に根差した判断の価値は、かつ

てないほど高まっていく。 

「全投げ」の時代は、人間が労働から解放されるユートピアでもなければ、用済みになるディストピア

でもない。それは、人間がより「人間的な」判断と責任の領域へと、強制的に、しかし確実に押し上げ

られる時代の幕開けなのである。 
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